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行い，ー応の成績を得たので御報告する。なお，実
験に使用した感光色素は 4種 NK19，NK 143，NK 
で，日本感光色素研究所の御好意によNK253，〆266. 
り提供せられたものである。 
腐敗微生物に対しては比較的広い抗菌抗カピスベ
グトラムを有し，腸内細菌では 50γ jcc，その他は大
体 5---10γ jccの濃度で発育阻止する。叉その抗菌
性は熱に安定で波退を来たさないが， メヂウムの
pHが酸性に傾くか，ペプトシ含有量増大により抗
菌力は被弱となる。
以上の基礎実験と併行して行った防腐応用実験で
合成オレンジジユースに添加して著明なる結果を得
た。然しながら蛋白性食品に於いては対照とあまり
愛らなし、。結論として特に植物性食品に有望な食品
防腐剤であることが認められた。 
14. 搭気性穿胞細菌に於けるヒスタミン産生
並がに分解酵棄の分布にワいて 
研〉頂弘， (腐)1久田緩勲，中山
ヒスチヂシを添加したベプトシ水並びに魚肉エキ
ス葡萄糖培地に増殖した好気性芽胞菌がヒスそヂン
を脱茨酸してヒスタミシを産生するが否かをB. 
brevis，B.polymyxa等 29株について調べた。そ 
の結果は 1株も陽性株はなかった。即ち，芽胞菌は
histidine decarboxylaseを生成しないことがわ
かった占次に histamineを唯一の C，N源とした
合成培地に於ける被験菌の増殖を見た。 29株中 16
株は明らかに histamineを利用して増殖すること
を見た。 cc当り 2mgにヒスタミンを加えたベプト
シ71<に菌を増殖させてヒスタミンを分解を円耀紙グ
ロマト法で定量した。即ち， imidazoI ringの関か
んを Diazo反応の消失で追求すると， 16株中 4株
は50%--80%のヒスタミシを消費することがわか 
った。:即ち，好気性芽胞細菌には histamineoxi-
daseが高率に分布してし、る。 
15. 放線菌菌体より得られた Oligomycin
様物質に就いて
佐野 彰，鶴田哲二
加藤 博，く腐 研〉
我々は最近，細菌，酵母には無効で Aspergillus
には強し、阻止作用を有する土壌放線菌 NO.55及び
44株を分離し，その菌体より有効物質，白色結品を
得た。両物質共にペーパ{クロマト其の他で全く同
ーのものと思われた。主として No.44物質の水飽
和プタノール溶媒系の， Rf 0.85の部分の結晶に就
いて化学的，生物学的性状を報告した。この結晶は 
m. p 128--1330C，71<及び石油エーテルに不溶であ
る以外，殆んど他の有機溶媒に溶解する。既知抗カ
ピ物質の間， Oligomycinに多くの類似点を有する
が定性反応の一部，紫外線，及び赤外線吸収スベグ
トラム，及び Oligomycinは癒液中に， 44物質は
菌体中に有効物質が含まれている等の相異を認め 
る。本物質は一般細菌，及び酵母には殆んど無効で
あるが，毛カピ類には微量で非常に強い発育阻止作
用を有する特異な抗菌像を示し，室温に於て頗る安
廷で有ることが認められた。
自lamentousfungiの感染症の外用薬としての可
能性に期待出来る。
16. 牛牌中の PhosphoproteinPhosphatase 
にヮいて
朝蔭稔， (医化学〉
牛牌中の Phosphopr川 einPhosphataseを分
離精製した結果同酵素はカゼイン，フェニー ll-燐酸
を著明に水解するが， プオスフォペプトン， トグ
リセロ燐酸は水解しなかった。叉，ヂェステラ{ゼ
作用は全く粗酵素材に於ても認められなし、。叉，既
知モノエステラーゼ標品はカゼインを水解しなし、。 
イじSHは諸種Phosphoprotein Phosphatase叉，
合物， Vit. C等によって賦活される。
精製 Phosphoprotein Phosphataseによるカ
ゼイン水解後の除蛋白瀦液中の無機燐酸，総燐酸，
及び総窒素を測定した結果，総燐酸の増加は，無機
燐酸の増加と等しく，叉，酸溶性窒素化合物の増量
は認められないことから， Phosphoprotein Ph.os-
phatase作用はカゼインから第一次的に無機燐酸
を遊離するものであることを知った。 
17・諸種芳香族アミノ化合物のアセチル化に 
就いて
児玉豊一， (医化学〉
アミノ化合物がアセチル化を受けるのはその化学
構造上に於て基質特異性があり，且つアセチル化を
うける臓器は肝の外，筋肉，腎などに於ても認めら
れるととが判った。 
